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FUKUSHI meets！インターンシップ
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1-1．FUKUSHI meets!とは

©FACE to FUKUSHI

◉ 福祉系大学生と福祉法人の新たな出会いの窓口に

⮚ 2014年度にFUKUSHIビッグバン！と銘打って、大阪で福祉法人の紹介パネル展＋合同説明会を開催したことから活動

が始まった。

⮚ 2015年度からは東京で開催。合同説明会形式で、全国から出展法人を集めて開催。

⮚ 仕事のリアルを知るために、学生と福祉法人の「対話」を大切にしている。スーツ禁止、カフェのような設えで、会場

全体で対話しやすい空気づくりをしている。

⮚ 2016年度、春からは大阪でも開催。

◉ 2021年3月で8年目を迎えた福祉就職フェアです！

⮚ 2014年6月20日(金)〜7月26日(土)＠大阪

⮚ 2015年8月2日(日)＠東京

⮚ 2016年3月21日(月)、7月3日(日)＠東京

⮚ 2017年3月20日(月･祝)＠大阪、 3月27日(月)＠東京

⮚ 2018年3月14日(水)･15日（木）、6月3日(日)＠大阪、3月21日(水･祝)･22日(木)、5月20日(日)＠東京

⮚ 2019年3月18日(月)、19日(火)、4月20日(土)、5月26日(日)＠大阪、

3月21日(木)、22日(金)、4月28日(日)、5月19日(日)＠東京、6月20日(土)＠WEST

6月21日(日)＠EAST、7月26日(日)＠WEST・EAST、8月30日(日)＠WEST・EAST
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1-2．FUKUSHI meets!インターンシップとは

©FACE to FUKUSHI

● 福祉系大学生に、早い段階で福祉の現場のリアルを知ってもらえるきっかけづくりに

⮚ FUKUSHI meets!福祉就職フェアにご参加いただいた、熱心な１〜３年生の「福祉の現場の
ことをもっと知りたい」「なかなか現場を知る機会が少ない」という声を受けて企画。就職
を考える４年生だけではなく、もっと早い段階で福祉の現場のリアルを知ってもらい、もっ
とたくさんの学生さんに福祉の仕事に関心を持ってもらえるようにという想いから始まった
イベント。

⮚ 福祉の仕事の魅力、素晴らしさ、重要性を伝えながら、これからの福祉を支える仲間になる
きっかけづくりを目的に実施。

⮚ 仕事のリアルを知るために、学生と福祉法人の「対話」を大切にしている。スーツ禁止、カ
フェのような設えで、会場全体で対話しやすい空気づくりをしている。

⮚ これまでは「インターンシップフェア」を企画の軸にしながらも、音楽×福祉、芸術×福祉、
スポーツ×福祉など様々な角度から福祉を楽しめるイベントである「フクシゴトフェス!!」と
して開催してきた。

⮚ 2019年度は、福祉の現場・しごとのことをこれまで以上にわかってもらい、インターンシッ
プ先を探すことのできるイベントとして「FUKUSHI meets!インターンシップ」として開催
した。

⮚ 2020年度以降は、コロナウイルス感染拡大予防のため、オンラインにて開催。
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1-3．開催結果概要

©FACE to FUKUSHI

開催日 エリア 出展団体数
事前

申込数
参加者数

6月27日（日）
7月4日（日）

西日本
東日本

9団体
14団体

266名
409名

213名
319名

参加対象者 福祉業界で就職を目指している大学生・専門学校生

出展法人の特徴 FACE to FUKUSHIが厳選した、全国各地の福祉法人

当日のプログラム

 オープニングトークショー
内定者の４年生が登壇。どうやって就職活動を進めたのか、インターンシップの活用
法などのプレゼンや質疑応答を行なった。

 ブース型説明会

 クロージングトークショー
＜6/27 西日本＞
テーマ：「ソーシャルワーカーの話を聞こう」
三股町社会福祉協議会からコミュニティソーシャルワーカー、東京ソテリアから精神
保健福祉士、総合病院から医療ソーシャルワーカーが登壇。

＜7/4 東日本＞
テーマ：「福祉系公務員の話を聞こう」
法務省保護局保護観察官、厚生労働省、地方自治体の福祉系公務員が登壇。

フェアの特徴

◆ 全国の最先端の福祉法人が集まる
◆ オープニングセッションで、内定者から話を聞ける
◆ 福祉への熱量の高い学生が多数来場



開催結果まとめ
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2-1．参加学生の学年の内訳/満足度

©FACE to FUKUSHI

● 開催2日間の合計をまとめると、インターンシップフェアの主な参加者は、就職活動を控える

３年生となった。

● 1・２年生の参加も2割ほどあり、コロナ禍の影響からか就職活動がさらに早期化しているこ

とがわかった。

● 参加者の満足度は非常に高く、大変満足と満足を合わせると95％になった。

4.5%

78.0%

14.3%

2.8%

0.3%

0.0%

参加学生の学年内訳

2022年3月卒（現大学4年生）

2023年3月卒（現大学3年生）

2024年3月卒（現大学2年生）

2025年3月卒（現大学1年生）

その他

無回答
95.1%

5%

0%
0%

0%

満足度

大変満足＋満足

普通

不満

大変不満

無回答
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2-2．参加動機/就職先として意識するか

©FACE to FUKUSHI

● 参加動機について、インターンシップ先を探すためだけでなく、就職先ないし志望分野を定

めるために参加している学生が大半であることがわかった。

● 実際に、インターンシップ先は就職先に入る/やや入っていると回答した学生は65％とな

り、就職先として意識しながらイベントに参加していることがわかった。

21.3%

10.6%

19.8%
19.8%

15.4%

4.6%

5.5% 1.7% 1.2% 0.1%

インターンシップフェアへの参加動機

働きたいと思っている分野について知るため 働きたい分野を決めるため

就職活動が不安だから インターンシップ先を探すため

いろんな法人の話を聞きたかったから オープニングトークショーを聞きたかったから

クロージングトークショーを聞きたかったから 実習では見られないところを見るため

友達に誘われて その他

27.5%

38.3%

31.0%

1.4% 1.7%

就職先の候補に入るか

入っている やや入っている

分からない あまり入っていない

入っていない
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2-3．各ブースを訪問した理由

©FACE to FUKUSHI

● 特設サイトやフクシゴトサイトに掲載していた法人情報を事前に確認し、どのブースに訪問

するかを決めている学生が多いことがわかった。

● オンライン開催のフェアは、学生に対する事前の情報提供の重要度が高いと言える。

● 当日のリレープレゼンを見て決めている学生も4割弱はいることから、短時間であってもしっ

かりとアピールすれば、ブース訪問の決め手になることがわかった。

7.4%
4.5%

33.8%

23.8%

24.0%

0.9%

2.4%
1.7%

1.5%

0.0%

各ブースを訪問した理由

もともと法人のことを知っていた

フクシゴトサイトの求人サイトを見て

特設サイトの法人情報を見て

法人紹介ムービーを見て

リレープレゼンを見て

他のイベントで今日出典することを知ったから

出展法人から案内があり、今日出展することを知っていたから

先生・友人・知人からの紹介があったから

その他

無回答
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2-5．インターンシップの内容に期待すること

©FACE to FUKUSHI

● 1-3日で、法人での仕事内容や職場の雰囲気を深く知りたいという意図が見受けられる。

● 開催形式にはこだわりがない学生が半数以上いることがわかった。

● 対面とオンラインのみの割合では、対面を希望する学生が多いことがわかった。

39.3%

23.2%

24.4%

7.8%

4.8% 0.6%

期待する内容

職場体験 職員との座談会

法人の事業説明 業界研究セミナー

グループワーク その他

30.0%

61.0%

6.3%
1.4%

1.0%
0.3%

希望する期間

1日 ２〜３日

４〜5日 ６〜７日

月に１〜2回を複数月 半年間

32.4%

15.3%

52.3%

希望する開催形式

対面式 オンライン どちらでも良い



各日程別の開催結果
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6/27 西日本

©FACE to FUKUSHI

参加学生数 213名（事前申込266名）

ブース訪問数平均 2.7法人 / 学生1名あたり

学生満足度 94.3％

⮚ 参加学生データ

⮚ 出展法人データ

出展法人数 9法人

ブース訪問学生数 63.8名 / 1法人あたり

法人満足度 100％

⮚ 参加人数の多かった学校上位10校

⮚ 参加学部

●その他参加学校（参加人数が多い順に表記）

吉備国際大学
京都華頂大学
帝京平成大学
札幌大谷大学
東海大学
大阪教育大学
神戸松蔭女子学院大学
立教大学
東京福祉大学
愛知学泉大学
東日本国際大学
千里金蘭大学
東北公益文科大学
桜美林大学
久留米大学
福島学院大学
東洋大学
法政大学
桃山学院大学
山口県立大学

龍谷大学
武庫川女子大学
関西大学
東北福祉大学
関西国際大学
金城学院大学
聖カタリナ大学
明治学院大学
立正大学
関西福祉科学大学

23
20
11
8
8
8
6
6
5
5

福岡県立大学
駒澤大学
北海道医療大学
神戸学院大学
神戸女学院大学
佛教大学
大分大学
神戸女子大学
京都府立大学
愛知教育大学
沖縄国際大学
大阪市立大学
立命館大学
福井県立大学
西南学院大学
長野大学
東京家政大学
徳山大学
神戸医療福祉大学
日本社会事業大学

武蔵野大学
西南女学院大学
創価大学
川﨑医療福祉大学
北星学園大学
富山大学
追手門学院大学
大阪人間科学大学
京都光華女子大学
日本福祉大学
相模女子大学
びわこ学院大学
兵庫県立大学
甲南大学
京都女子大学
名古屋市立大学
同志社大学
大正大学
九州産業大学
中部学院大学

83.0%

0.8%

2.4%

7.3%

1.6%
0.0% 4.9% 0.0%

社会福祉

介護福祉

児童福祉

心理

教育

社会起業

その他

無回答
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7/4 東日本

©FACE to FUKUSHI

参加学生数 319名（事前申込409名）

ブース訪問数平均 3.1法人 / 学生1名あたり

学生満足度 95.7％

⮚ 参加学生データ

⮚ 出展法人データ

出展法人数 14法人

ブース訪問学生数 70.2名 / 1法人あたり

法人満足度 100％

⮚ 参加人数の多かった学校上位10校

⮚ 参加学部

●その他参加学校（参加人数が多い順に表記）

駒澤大学
大正大学
東北福祉大学
文教大学
立正大学
相模女子大学
武蔵野大学
明治学院大学
東洋大学（白山キャンパス）
埼玉県立大学

28
18
16
15
14
12
11
9
9
9

聖徳大学
東京家政大学
武庫川女子大学
北海道医療大学
淑徳大学
金城学院大学
富山大学
日本女子大学
目白大学
聖学院大学
和洋女子大学
法政大学
ルーテル学院大学
早稲田大学
関東学院大学
日本大学
東洋大学
桜美林大学
筑波大学
首都大学東京

東京福祉大学
山梨県立大学
専修大学
上智大学
創価大学
日本社会事業大学
甲南大学
神戸女子大学
川﨑医療福祉大学
西南学院大学
北星学園大学
日本福祉大学
明星大学
西武文理大学
田園調布学園大学
中央大学
帝京平成大学
龍谷大学
九州産業大学
青森県立保健大学

駿河台大学
長野大学
福岡県立大学
津田塾大学
京都光華女子大学
昭和女子大学
近畿大学
上智社会福祉専門学校
静岡英和学院大学
東海大学
杏林大学
熊本学園大学
名古屋市立大学
東京学芸大学
流通経済大学
東京国際大学
国際医療福祉大学
東京農業大学
京都医健専門学校
常盤大学

72%

1%

3%

19%

1%

0%

4% 0%

社会福祉

介護福祉

児童福祉

心理

教育

社会起業

その他

無回答
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出展法人一覧

©FACE to FUKUSHI

6/27 西日本

ブース番号 法人名 所在地 事業分野

1 社会福祉法人南山城学園 京都府 知/高/保

2 社会福祉法人きらくえん 兵庫県 高/地

3 社会福祉法人くらしのハーモニー 京都府 高

4 社会福祉法人四幸舎和会 大阪府 知

5 社会福祉法人カトリック京都司教区カリタス会 京都府 高/児/地

6 社会福祉法人みねやま福祉会 京都府 高/地

7 社会福祉法人南高愛隣会 長崎県 知/地/精

8 一般財団法人日本老人福祉財団　京都〈ゆうゆうの里〉 京都府 高/医

9 NPO法人み・らいず２ 大阪府 生/児/ニ

7/4　東日本

ブース番号 法人名 所在地 事業分野

1 社会福祉法人奉優会 東京都 高/地

2 社会福祉法人聖隷福祉事業団（関東） 千葉県 高

3 社会福祉法人賛育会 東京都 高/保/医

4 社会福祉法人みずき福祉会 東京都 知

5 社会福祉法人ロザリオの聖母会 千葉県 知/児/高

6 社会福祉法人すこやか福祉会 東京都 高/身

7 社会福祉法人目黒区社会福祉事業団 東京都 高/知/地

8 社会福祉法人武蔵野会 東京都 知/児/高

9 社会福祉法人佑啓会 千葉県 知/児/地

10 社会福祉法人福祉楽団 千葉県 高/地/生

11 株式会社でぃぐにてぃ 東京都 身/高/児

12 社会福祉法人さくら会 東京都 高

13 社会福祉法人かたるべ会 神奈川県 知/地/ニ

14 社会福祉法人永寿荘 埼玉県 高/保/身

【事業分野凡例】
知：知的障害
精：精神障害
身：身体障碍
高：高齢福祉
児：児童福祉
保：保育
地：地域福祉
生：生活困窮
二：ニート・ひきこもり・不登校
医：医療
中：中間支援
行：行政
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当日の様子 オンライン開催

©FACE to FUKUSHI

⮚ zoomのウェビナーというシステムを使い、オープ
ニングを行いました。オープニングトークでは、
F2Fスタッフが緊張をほぐします。（上段左）

⮚ FACE to FUKUSHIでは配信用の各種機材を揃え、
体制を整えています。配信の裏側です。（上段右）

⮚ クロージングトークショーでは、ゲストに登壇して
いただきました。6/27西日本の様子です。（下段）



広報媒体
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3．広報媒体

©FACE to FUKUSHI

⮚ イベント申込サイト



19

3．広報媒体

©FACE to FUKUSHI

⮚ イベント特設サイト
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3．広報媒体

©FACE to FUKUSHI

⮚ チラシ（表）
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3．広報媒体

©FACE to FUKUSHI

⮚ チラシ（裏）
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一般社団法人FACE to FUKUSHI

〒530-0001 大阪府大阪市北区梅田1-3-1 大阪駅前第一ビル4階106

TEL 06-4799-0108

営業時間 10:00-18:00（土日祝日を除く）

WEBサイト https://f2f.or.jp/

FACE to FUKUSHIの公式チャンネル

新卒向け福祉就職フェア「FUKUSHI meets!」の紹介や、

フェアに出展している全国の福祉法人のPRムービーなどが視聴できます。

https://f2f.or.jp/

